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北海コガネ生産組合
道内宿泊研修を実施しました



Ｐ２　芽室町北海コガネ生産組合　道内宿泊研修
　　　�令和７年１月10日にＪＡめむろのホームペ

ージが変わりました！
Ｐ３　『冬期懇談会』開催のお知らせ
　　　あぐり広場
Ｐ４　ＪＡ女性部（女性部情報）
Ｐ６　ＪＡコスモスの会�第76回茶話会
　　　ＪＡ　ＹＯＵＴＨ（青年部情報）　
Ｐ11　令和５年産民間流通小麦の本精算について
　　　令和６年産原料てん菜の生産実績
Ｐ12　令和５年産共計大豆の本精算について

Ｐ12　�令和４年産でん粉原料用馬鈴しょの本精算
について

Ｐ13　�令和６年産種馬鈴しょサンプル検査による
平均１個重について

Ｐ14　年金無料相談会開催のご案内
　　　ストップ！農作業事故
Ｐ15　共済課からお知らせ
Ｐ16　こんにちは！経済部です
Ｐ17　初級職員組合員宅研修報告
Ｐ18　緑のめぐみ館からのお知らせ
　　　連載　ＪＡの基礎【報徳編】
Ｐ19　�理事会だより
　　　ＪＡグループ北海道の農政活動強化に向けて
Ｐ20　芽室町農協史
Ｐ22　日本農業新聞電子版�冬の大感謝キャンペーン

今月の

　ホームページのデザインと構成を、スマートフォンなどに対応した見やすいサイト
へ全面的にリニューアルしました。
　今後も多くの皆様にご利用いただけるよう、さらなる改善につとめてまいりますの
で、引き続きよろしくお願い申し上げます。

　１２月９日～１０日、生産者（家族同伴者含む）3０名の参加により「芽室町北海コガネ生産組合道内宿泊研
修」を開催しました。
　令和６年度において芽室町北海コガネ生産組合（以下、コガネ生産組合）は設立4０周年を迎えることと
なり、組合活動として㈱パイオニアフーズの工場視察研修、そして洞爺湖温泉にて懇親会をおこないました。
　工場ではコロッケの製造をおこなっており、原料をなるべくロスのないよう使用していることや、原料
貯蔵庫では馬鈴しょの変形や石の除去などを機械へ通す前に選別していることを説明いただきました。
　実際にコガネ生産組合が出荷しているホッカイコガネの原料がどのように選別・加工されているかを見
ることができ、有意義な研修となりました。
　今後も、販売先から必要とされる良品質原料の安定供給に向けて組合一体となり取り組んでまいります。

芽室町北海コガネ生産組合　道内宿泊研修

令和７年１月10日に
ＪＡめむろのホームページが変わりました！

㈱パイオニアフーズにて

ホームページのＱＲコードは、表紙でご確認ください！

JA めむろ
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　令和６年度冬期懇談会を２月３日（月）から７日（金）に開催いたします。
　地区別懇談会では、令和７年度ＪＡ事業の基本方針ならびに各部の方針などをご説明し、組合員の皆さ
んの率直なご意見・ご要望をお聞きしたいと考えています。
　経営主の方に限らず、青年・女性の方も含め組合員全員がＪＡ事業運営にご参加くださいますようお願
いいたします。
　なお、当日は補足説明のみといたしますので、同封した懇談会資料を事前にお目通しください。開催日
程や会場などをご確認の上、地区別懇談会当日は必ず、資料をご持参くださいますよう併せてお願いいた
します。
　女性農業者研修懇談会では、「もっと芽室のおいしさを知ろう！」と題し、試食会を、青年農業者研修
懇談会では、農産物の価格の決まり方や制度を中心に、ともに考える勉強会をメインに開催いたします。

開催日 開催場所

地区別懇談会 ２月３日（月）、４日（火） ＪＡ本部事務所

女性農業者研修懇談会 ２月５日（水） ジェイエイめむろフーズ

青年農業者研修懇談会 ２月７日（金） ＪＡ本部事務所

『冬期懇談会』開催のお知らせ

あぐり広場
◆出身地と前職
芽室町　団体職員

◆ご自身の性格
マイペース

◆趣味
旅行、YouTube を見る

◆好きなもの
食べ歩き

◆好きな農作業や苦手な農作業はありますか？
草抜きなど成果が目に見えて分かる作業
が好きです。

◆今後の目標や挑戦してみたいことは
何ですか？ 
運転を練習して出来る作業が
増えるように頑張りたいです！

上芽室農事組合

▲

竹内未来さん
（30歳）

氏名（年齢）

▲

竹内雅佳さん経 営 主

▲

　資料は、各戸に１冊のみの配布となっておりますので、冊子の追加が必要な場合は、営農部 営農
情報課（ＴＥＬ：６２－２３１３）までお申し出ください。 
　また、ＪＡコネクトやＴＡＦシステム（てん蔵）で閲覧することができます。その他、Ｗｅｂペー
ジでも閲覧できるようになりましたら別途ご案内いたします。
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　１２月５日、帯広スズランボウルで中堅冬期スポーツ交流会が開催され、部員68名が参加しました。
　今年度は、１１年ぶりにボウリングが企画されたということで、みなさん気合十分で会場に集合されました。
はじめに、長山部長が始球式で会場を盛り上げ開幕。歓声や笑い声が響き、好プレーが出るとハイタッチ
で喜びを分かち合うなど、楽しみながらも交流を深めました。

中堅冬期スポーツ交流会
～11年ぶりのボウリング企画で大盛り上がり～

ハイタッチをする参加者 左から　３位 黒田真妃さん（上伏古）、
１位 前﨑仁美さん（芽室）、２位 土屋美生子さん（上伏古）

　１２月１２日～１3日の２日間、もみじ会温泉湯治がおこなわれ、会員２7名が参加しました。
　１日目、最初は「登別マリンパークニクス」を訪れ、全員で昼食を取った後に場内を自由に見学しまし
た。帰り際にはペンギンのパレードを見ることができ癒されました。次に、道の駅だて歴史の杜を訪れ、
お買い物を楽しみました。宿は登別の第一滝本館西館で、おいしい料理と温泉を心行くまで堪能しました。
　２日目は、よいとまけで有名な「三星　本店」を訪れ、お菓子やパンなどのお買い物をしました。昼食
は海の駅ぷらっとみなと市場にて、各自気になるお店を選んで取っていただき、ほっきカレーなど思い思
いに楽しみ、心も体もリフレッシュした温泉湯治となりました。

もみじ会温泉湯治

登別マリンパークニクスにて
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　１２月１7日、ＪＡめむろ大会議室でフレッシュミズ冬期研修会が開催され、部員3２名が参加しました。
　今回は、バルーンアーティストのミリィー氏をお呼びし、「バルーンショー＆バルーン体験」をおこな
いました。ミリィー氏は、帯広在住のバルーンアーティストで、幼稚園や学校行事の装飾、祭事などの
イベント出演など、十勝管内を中心に活動されています。
　バルーンショーでは、ミリィー氏が軽快な音楽に合わせて、サンタやトナカイなどの作品を次々に作り
上げ、会場一体となって楽しみました。
　ショーのあとには、参加者全員でバルーンを使った「クリスマスリース」作り体験をおこないました。
バルーンをツイストするのに苦戦する姿も見受けられましたが、無事に全員がきれいなクリスマスリース
を作り上げることができました。最後には、ミリィー氏がショーの最中に作り上げた作品を提供いただい
ての抽選会をおこない、終始楽しみながらの研修会となりました。

　１２月１０日～１１日の２日間、十勝幕別温泉グランヴィリオホテルにて、令和６年度 ＪＡ十勝地区女性協
議会研修会が開催され、当女性部中堅役員・支部長１7名が出席しました。
　１日目の研修では、調理師／第57次南極地域観測隊 調理隊員の渡貫淳子氏による講演があり、南極と
いう制約の多い環境下における調理のお話や、食材を無駄にしないポイントについてご講演いただきまし
た。講演後には、「みんなで学ぼう農政学習塾！」が開かれ、農政活動の重要性などのお話やクイズを通
して、楽しく農政を学ぶことができました。
　２日目は、単組混合のグループに分かれて、避難所運営ゲーム『Do はぐ』に挑戦しました。このゲーム
は、様々な事情を抱えた避難者をどれだけ適切に避難所に配置し、対応していくかを疑似体験するゲーム
で、参加者らは、避難者や避難所の事情を考慮した配置に苦戦しつつもコミュニケーションをとりながら
取り組みました。

フレッシュミズ冬期研修会

令和６年度 ＪＡ十勝地区女性協議会研修会

参加した中堅役員・支部長ら 渡貫淳子氏による講演

バルーンアーティスト　ミリィー氏 クリスマスリースを作りました！
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　ＪＡコスモスの会では、高齢者が安心して暮らせる地域づくりを目的に8０歳以上の方を対象にした茶話
会を開催しています。今回は１１月２5日に中央西・上芽室地区を対象に第76回茶話会を開催し、３名の方に
参加いただきました。
　参加者や会員の自己紹介のあと、町の保健師さんによる血圧測定や健康相談、その合間を使っておりが
みやぬりえ、チラシパズル、ＹＭＣＡ体操やハンドベル演奏をおこないました。ハンドベル演奏では、ア
ンコールの声が出るほどとても盛り上がりました。ゲームを楽しみながら交流を深めることができ、とて
も楽しいひとときとなりました。最後に参加された方から感謝のお言葉をいただき、第76回茶話会を終了
しました。

　１２月１7日、盟友75名参加のもと冬期交流会を開催し、ホテルグランテラス帯広にて大忘年会を開催しま
した。交流会の余興では「早食い早飲み競争」「ゲーム（スマッシュブラザーズ）対決」などおこない、
大いに盛り上がり、盟友同士の交流とより一層の団結を深めることができました。

仲間と楽しい一日を！
ＪＡコスモスの会　第76回茶話会

青年部冬期交流会を開催
～盟友75名が参加～

茶話会の様子
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　　　　　方　　面　　奈良県、和歌山県、大阪府
第１班　　期　　間　　令和６年１２月２日～４日
　　　　　研修者名　　 島﨑　佳裕、竹内　翔一朗、
　　　　　　　　　　　山上　裕也、敬松　稜、
　　　　　　　　　　　滑川　敏輝、谷口　和也

研修①ナント種苗株式会社　宇
う

陀
だ

育種研究農場
【概要】 「すべてはニッポンの農業のために、す

べてはニッポンの食卓のために」を理
念として掲げ、人の生命を維持させる
食糧の生産に関わる企業として、生産農
家の方には「再生産意欲」を搔き立たせ、
消費者の皆様には「ワクワク」していた
だけるような優れた品種を開発し、そ
れらの種子の安定供給をもって日本農
業に貢献する企業。

【感想】 十勝にも様々な種苗会社はあるが、 
ナント種苗株式会社は特に野菜の食味
についてこだわりを持っている印象を受けました。実際に試験ほ場で育てている野菜を生で試食
させていただいた品種は美味しいと感じている班員が多かった。今後の品種の選定の際には検討
してみたいと感じました。

研修②株式会社はりまぜデザイン
【概要】 日用品・食品を合わせて２,０００アイテム

以上の販売実績を誇るデザイン会社が
２０１２年から農業専門に取り組んでいる。
「農業から農商へ」を理念に独自開発の
農業に特化した手法「農業ブランマーケ
デザイン」で全国6００人以上の生産者、
農園の農業をブランディングしている。

【感想】 政府機関で相談員をしていた実績を持つ
角田社長のお話はどれも感銘を受ける
ものばかりでした。特にデザインの導入
事例のヒヤリングのお話から膨らんで、
組織力向上に関するお話には班員全員が聞き入っていました。青年部組織に活かせる内容であり、
他の盟友たちにも共有していきたいです。

［研修先］
①ナント種苗株式会社　宇陀育種研究農場
②株式会社はりまぜデザイン
③株式会社イートアンドフーズ関西工場
④立命館大学 日本バイオ炭研究センター

ＪＡめむろ青年部　国内視察研修報告
第32回目の青年部国内視察研修を実施いたしましたのでご報告いたします。
今年の国内視察研修は２班体制11名で実施いたしました。
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研修③株式会社イートアンドフーズ関西工場
【概要】 株式会社イートアンドホールディングス

の事業会社であり、関西工場では餃子や
惣菜などの冷凍食品を製造・販売する
食料品販売事業をおこなっている。 
ホールディングスでは「大阪王将」の 
運営をはじめ、創作中華、カフェなど計
48０店舗を運営する外食事業もおこなっ
ている。

【感想】 普段見ることのできない工場内部を視察
することができました。機械化が進んだ
食品製造の工程を間近で見ることができ、
とても良い経験でした。また、会社のご厚意で瞬間冷凍する前の餃子を試食させていただきました。
餃子の皮を上手に包む秘訣を教わりながら餃子作り体験もでき、大変興味深い研修になりました。

研修④立命館大学 日本バイオ炭研究センター
【概要】 ２０２２年に脱炭素社会の実現に向けたバイ

オ炭を活用した地球温暖化防止を目指し
た社会実装拠点として開設された。この
センターでは、これまでのバイオ炭に関
する研究を活用した温暖化防止の貢献、
産学官連携によるバイオ炭の社会実装を
推進し、環境保全を目的としたバイオ炭
を広めるための活動をしている。

【感想】 センターの職員以外にも実際にバイオ炭
を用いた営農をおこなっている農業者の
方にもお話を聞くことができ、バイオ炭
への理解が深まった。北海道規模でのバイオ炭を用いた営農はまだまだ現実的ではなかったが、
今後カーボンニュートラルの動きが高まっていく将来を見据えた時にバイオ炭の活用も視野に入
れたいです。
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　　　　　方　　面　　熊本県、長崎県、福岡県
第２班　　期　　間　　令和６年１１月２7日～3０日
　　　　　研修者名　　 髙野　圭佑、児玉　勝俊、
　　　　　　　　　　　吉田　僚太、福田　雄太、
　　　　　　　　　　　髙橋　大和

研修①タキイ種苗株式会社　熊本研究農場
【概要】 熊本研究農場では、国内主力野菜産地で

ある九州の土地に適した品種の育成を 
目的としており、特にトマト、ニンジン、
レタスなどの品種育成に注力し、九州地
方の恵まれた土地環境を生かし、地域に
適した品種育成を通じて、地元に貢献し
ている。

【感想】 育種をおこなう現場で野菜を収穫する農
家とは違う視点や管理方法、また北海道
とは離れた地帯での農業を実際に見て聞
くことができました。近年、十勝の気温
上昇により色々な種類の野菜が作られるようになってきたことから芽室で農業をおこなっていく
上で、大変参考になる学びになりました。

研修②株式会社　藤瀨農園
【概要】 施設栽培のミニトマトと地域の基幹産業

である米、麦、大豆の栽培を年２回おこ
なっている。令和２年にミニトマト用の
耐候性および環境制御型ハウスを新設、
同年にグローバル GAP の認証を取得し、
ハウス栽培の長期化による生産安定と生
産拡大をはかっている。

【感想】 耐候性および環境制御型ハウスは風速5０
ｍの強風にも耐えられる仕組みになって
おり、温度や湿度、冠水、液肥は全て自
動で制御されていることに驚きました。
そして、年間雇用はミニトマトがあるお
かげで確保できていることや、九州でも労働者の確保が問題になっていることを知ることができ
ました。

［研修先］
①タキイ種苗株式会社　熊本研究農場
②株式会社　藤瀨農園
③農事組合法人ながさき南部生産組合
④中村農園
⑤ＪＡ糸島産直市場　伊都菜彩
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研修③農事組合法人ながさき南部生産組合
【概要】 島原半島一帯に組合員１3０名を抱える農業組合

法人。長年にわたって続けられてきた近代農業
を見直し、消費者に安心・安全な生産物を供給
するために生態系を重視した農業を実践してい
る組織です。直売所を運営しており、産直にも
力を入れている組織です。

【感想】 農事組合法人ながさき南部生産組合が販売する
生産物は、組合独自の基準で５段階評価をし、
商品ラベルを色分けすることや、残留農薬検査
結果を店舗に表示することで、安心・安全の「見
える化」をおこない、消費者からの信頼を得て
いると感じました。

研修④中村農園
【概要】 福岡県久留米市で水稲、ごぼう、にんじん、ほ

うれん草、リーフレタスなどの有機栽培をして
いる。水稲収穫後に野菜を播種し、二毛作をお
こなっている。日本人労働者を確保することが
難しい現状から、外国人労働者を８名受け入れ
ている。

【感想】 外国人労働者を雇うために、自分で海外へ行っ
て面接をすること、最低賃金の給料と管理費を
支払う必要があり、日本人を雇うよりも人件費
がかかるなどの受け入れについて長所と短所を
聞くことができ、とても参考になりました。

研修⑤ＪＡ糸島産直市場　伊
い

都
と

菜
さい

彩
さい

【概要】 「伊都菜彩」は糸島の農家が心を込めて育てた
生産物を新鮮で安く消費者の皆様にお届けする
ために、平成１9年４月に生まれたＪＡ糸島直営
の直売所。直売施設としては九州最大級の広い
売り場内には、登録農家約１,２００名から毎日持
ち込まれる野菜や果物をはじめ、米、糸島牛や
糸島豚などの畜産物、花、鮮魚類、惣菜、各種
加工品など、毎日の食卓に必要なものを取り揃
えている。

【感想】 伊都菜彩は都市部近郊にあり、多品目の生産物
があることは直売所にとって大きな利点だと思
いました。そして、九州の消費者の食に対する
意識の高さや我々生産者として、直売所の可能性を肌で感じることができました。
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 単位：円／俵（税込）
品　種 等級 販売代金 販売諸掛 既払概算金 追加精算

き た ほ な み １等 3,94１ ▲574 3,１58 ２０9
ゆ め ち か ら １等 4,０１０ ▲574 3,２２7 ２０9
キ タ ノ カ オ リ １等 5,43０ ▲574 4,647 ２０9
は る き ら り １等 4,5１9 ▲574 3,736 ２０9
春 よ 恋 １等 5,433 ▲574 4,65０ ２０9

※円未満四捨五入表示

＜１俵当たり単価＞ 単位：円／俵（税込）

品　種 等級 品代
（諸掛控除後）

品代
（Ｒ４年産対比） 数量払 合計

（品代+数量払）
き た ほ な み １等 3,366 ▲8２5 5,56０ 8,9２6
ゆ め ち か ら １等 3,435 ▲446 7,86０ １１,２95
キ タ ノ カ オ リ １等 4,855 ▲１,685 7,86０ １２,7１5
は る き ら り １等 3,944 ▲837 7,86０ １１,8０4
春 よ 恋 １等 4,859 ▲543 7,86０ １２,7１9

※円未満四捨五入表示

令和６年12月25日に組合員勘定及び貯金口座に入金しましたのでご確認ください。

てん菜生産実績表
耕作者
戸　数
（戸）

作付面積 収穫量 糖度 10a当たり

（ha） うち直播 収量 糖量
（ha） （％） （t） （％） （kg） （kg）

令和２年 39２ ２,756 675 ２4.5 １98,844 １6.3 7,２１6 １,１76
令和３年 388 ２,866 986 34.4 ２２5,445 １6.２ 7,865 １,２74
令和４年 38０ ２,78０ １,396 5０.２ １7０,6１２ １5.5 6,１38 95１
令和５年 369 ２,577 １,533 59.5 １8１,487 １3.０ 7,０4２ 9１5
令和６年 365 ２,534 １,7２０ 67.9 １86,4２3 １5.7 7,356 １,１55

　令和５年産民間流通小麦の全道共計販売が完了し、下記のとおり本精算となりましたのでお知らせいた
します。
＜本精算内訳＞
　令和５年産民間流通小麦については、全銘柄において基準価格を上回る入札・相対価格となりました。

　芽室町における令和６年産原料てん
菜の生産実績は、総収量１86,4２3t（１０a
当り平均収量7.3t）、糖度１5.7％とな
りました。
①　 収量は過去１０か年平均を上回る

7.35t/１０a（平均収量7.０5t/１０a）、糖
度は過去１０か年平均を下回る１5.7％

（平均糖度１6.3％）となりました。
②　 直播は、全体面積の約68％で、前

年比１86ha 増となりました。
③　本精算は２月末になる見込みです。
受入期間： １０/４～１２/２9　87日間
　　　　　（前年：１０/４～１２/２7　85日間）
受入休止日数：９日（前年：７日）

令和５年産民間流通小麦の本精算について

令和６年産原料てん菜の生産実績

3,000ha

2,500ha

2,000ha

1,500ha

1,000ha

500ha
R2 R3 R4 R5 R6

直播 移植 10a収量

8,000kg

7,500kg

7,000kg

6,500kg

6,000kg

5,500kg

作付面積と10a収量の推移
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　令和５年産共計大豆の販売が完了し、下記のとおり本精算となりましたのでお知らせいたします。
＜本精算内訳＞
　契約栽培（事前値決方式）として、ユキシズカ9,5００俵を１等9,633円（前年比＋２１円）で販売いたしました。
　また、契約栽培（入札連動方式）として、ユキシズカ、ユキホマレＲの２品種　計２7,69０俵を契約栽培
プレミアム２１6円加算で販売いたしました。

令和５年産共計大豆の本精算について

 単位：円／6０kg（税込）
品　種 等級 販売代金 販売諸経費 既払概算金 追加精算

ユ キ シ ズ カ
１等 9,１4１ ▲２,368 ▲5,２２０ １,553
２等 8,396 ▲２,２83 ▲4,98０ １,１33
特定 7,9１6 ▲２,２83 ▲4,5００ １,１33

ユ キ ホ マ レ Ｒ
２等 8,94２ ▲２,387 ▲5,２２０ １,335
３等 8,7１3 ▲２,393 ▲4,98０ １,34０
特定 8,２93 ▲２,3０１ ▲4,74０ １,２5２

大 袖 の 舞 ３等 7,94０ ▲２,２83 ▲3,6００ ２,０57
※小数点以下四捨五入表示

＜１俵当たり単価＞ 単位：円／6０kg（税込）

品　種 等級 品代
（諸経費控除後）

品代
４年産対比

数量払
（４年産対比▲470）

合計
（品代+数量払）

ユ キ シ ズ カ
１等 6,773 ▲２9２ １０,36０ １7,１33
２等 6,１１3 ▲１99 9,67０ １5,783
特定 5,633 - 8,3１０ １3,943

ユ キ ホ マ レ Ｒ
２等 6,555 ▲１,２65 9,67０ １6,２２5
３等 6,3２０ - 8,99０ １5,3１０
特定 5,99２ - 8,3１０ １4,98２

大 袖 の 舞 ３等 5,657 ▲２,１００ １０,36０ １4,647
※ 小数点以下四捨五入表示、「品代４年産対比」のうち、ユキシズカの５年産２等は４年産３等単価での比較、大袖の舞３等は１等単価

での比較
令和６年12月18日に組合員勘定及び貯金口座に入金しましたのでご確認ください。

　令和4年産北海道馬鈴しょでん粉の生産量は１55千t と前年度からの繰越数量１7千t を含めた令和4でん粉
年度の期首供給量は、前年産93％の１7２千t となりました。
　馬鈴しょでん粉の消費においては、新型コロナウイルスの自粛期間が明け、以前の水準まで回復してお
り、堅調な需要で推移致しました。しかしながら、馬鈴しょでん粉のひっ迫した需給環境を受けて前年実
績数量に基づいた供給に徹するなど、旺盛な需要に対して制限した調整販売を実施してまいりました。　
　今後も引き続き、販売調整と計画的な供給に努めてまいります。

【令和4年産 ホクレンでん粉共同精算書より】
【令和4年産本精算内訳】
■出荷実績

一般品種 専用品種
正 味 重 量 7,１74,6２4kg 7,678,１56kg
純 で ん 粉 量 １,０5２,353.7kg １,569,6２7.1kg
平均ライマン １4.7% ２０.4%

■精算内容（税込）
内　      訳 一般品種 専用品種

純 で ん 粉 量 当 精 算 単 価 76.2円/kg 8１.4円/kg
馬 鈴 し ょ 正 味 量 当 精 算 単 価 １１.2円/kg １6.6円/kg
馬鈴しょ正味量当 数量払い単価 7.0円/kg 9.5円/kg
馬鈴しょ正味量当 合計精算単価 18.2円/kg 26.1円/kg

専 用 品 種 １０a 当 収 入 ― 88,０6１円/１０a
※ 実反当平均収量　3,374kg

令和４年産でん粉原料用馬鈴しょの本精算について
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　令和６年産種馬鈴しょは、収量は平年並みでありましたが、全体的に１個重は大きい傾向が見られます。
　申し込み数量に対しては、一部品種を除き満度に配布できる見込みにあります。品質については、選別
の徹底により、良品質種子出荷につとめております。
　各品種のサンプル検査による平均１個重は、下表の通りとなっておりますのでご確認ください。
　なお、同一品種・同一規格であっても大きさにはバラツキがありますので、全体的な傾向としてご理解
願います。

令和６年産種馬鈴しょサンプル検査による平均１個重について

種馬鈴しょサンプル検査による平均１個重（g/１個）
品種名 令和６年産 令和５年産 令和４年産 令和３年産 令和２年産 令和元年産

メ ー ク イ ン 88 8２ 76 8０ 9１ 78
と う や １０5 97 9２ １０１ １０7 95
マ チ ル ダ 78 7１ 68 8１ 79 68
ト ヨ シ ロ 85 83 79 8０ 98 86
ス ノ ー デ ン 93 85 86 9１ 99 89
き た ひ め １０3 98 88 97 １０4 9０
ぽ ろ し り １０4 93 89 93 １０7 93
さ や か １０4 9１ 9２ 94 99 98
ホッカイコガネ 94 87 96 9２ 9０ １００
コ ナ ヒ メ 8２ 79 74 88 85 （75）
平 　 　 均 94 87 84 9０ 96 86

※サンプル１個重は秋時点で計量しているため、誤差があります。
※（　）内はコナフブキ平均１個重値
※製品規格　Ｒ１～Ｒ５年産　40g～190g（とうや、さやか、ホッカイコガネは上限210g）

種馬鈴しょサンプル検査による特定規格平均１個重（g/１個）

品種名

令和６年度 令和５年度
規格Ｓ 規格Ｍ 規格Ｌ 規格Ｓ 規格Ｍ 規格Ｌ

40g～60g 61g～90g 91g～190g
または210g 40g～60g 61g～90g 91g～190g

または210g

メ ー ク イ ン 56 7１ １０8 57 76 １１０
と う や 5２ 69 １２０ 5２ 7０ １１4
マ チ ル ダ 5１ 67 95 48 65 9２
ト ヨ シ ロ 53 68 １０4 55 75 １１０
ス ノ ー デ ン 5２ 68 １０4 53 68 １０4
き た ひ め 53 68 １１１ 5１ 69 １１3
ぽ ろ し り 55 73 １１6 57 79 １１4
さ や か 5２ 7０ １１9 54 73 １１２
ホッカイコガネ 54 67 １０１ 55 7２ １０5
コ ナ ヒ メ 55 7２ １０１ 56 76 １０6
平 　 　 均 53 69 １０8 54 7２ １０8

※サンプル１個重は秋時点で計量しているため、誤差があります。
※とうや、さやか、ホッカイコガネは上限２１０g
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ストップ！ 農作業事故

ストップ！ 農作業事故

　冬季の農作業では、降雪や凍結を要因とする事故が発生しています。
　中でも転倒事故が多発しているため、凍結しやすい箇所など転倒リスクの高いところには対策を
講じましょう！

転倒事故例
 牛舎内で清掃中、床が凍結していたため滑って転倒した際に臀部を強打し、大腿骨頸部を骨
折した。
 牛の餌を一輪車で運んでいる際、氷の上で滑って転倒し、左手首を打撲した。
 トラクタから降りる際、地面の氷に足を滑らせ転倒し、右腕を骨折した。
 ハウスの屋根にビニールを張る際、凍結した地面に足をとられ転倒し、頭部を打撲した。

◇労災に関するお問い合わせ先◇　　営農部営農情報課　TEL ６２－２３１３

作業時の安全対策はしっかりと！
１． 凍結などで滑りやすいところには、滑り止めを設置するなどの対策を講じましょう。また除雪を

おこなう、融雪剤を散布するなどし、安全な通路を確保しましょう。
２．冬季は日没が早くなるので、凍結地面が確認しにくい場所には照明などを設置しましょう。
３． 倉庫や牛舎などの屋根の雪下ろしをする際は、保護帽など（ヘルメット）を着用し、一人で作業

をおこなわないようにしましょう。
４．除雪機などの整備の際は、エンジンを止め、完全に停止したことを確認してからおこないましょう。

　２月１9日（水）にＪＡめむろ本所にて「年金無料相談会」を開催いたします。
　年金に関する疑問・質問やお受け取り手続きなど、専門家である社会労務士がわかりやすくお応えいた
します。参加を希望される方は、下記連絡先までお申し込みください。

※お申し込みは先着順とし、定員になりしだい終了いたします。

連絡先：ＪＡめむろ本所（貯金課）ＴＥＬ：６２－２３９８

開 催 日：令和７年２月19日（水）
開催時間：午前９：00～午後３：00（お一人様20分程度）
開催場所：ＪＡめむろ本所
参 加 料：無　料
参加定員：15名（予約制）

【年金無料相談会開催のご案内】
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ストップ！ 農作業事故

ストップ！ 農作業事故

共済課からお知らせ

自動車共済の保障内容のご確認をお願いします！

現在の加入状況について少しでも不安な部分がある方はお気軽に
共済課までお問い合わせください。

TEL：６２－４２３４（共済課）

運転を始める方はいませんか？
お子様の進学・就職にあたり、お車の運転を始める方が多くなります。
お子様の年齢や、生活される場所によっては「保障内容の変更」が
必要となる場合があります。
年齢条件が限定されていると、もしもの時に「保障の対象外」とな
ってしまいますので、年齢条件の確認をお願いします。
また、お子様へご自分の契約を譲る場合は「同居の親族」にしか譲
ることができないため、必ずお引越しの前にお手続きをお願いします。

新しいお車は増えていませんか？
新たに車を取得された場合は、速やかにお手続きをお願いします。
また、納車前でも新しいお車の車検証があればお手続き可能となり
ますので、事前に共済課までご相談ください。
買い替えの場合、契約対象のお車が異なっていると共済金をお受け
取りいただけない場合があります。必ず車両入替のお手続きをお願
いします。

トラクター・バイクの保障をお忘れではありませんか？
春から使用されるトラクターについて、車両保障の付帯がない場合
事故に遭われた際、修理費が全額自己負担となってしまいます。
新たに車両保障の付帯をご検討されている方につきましては、使用
前に共済課までご相談ください。

また、トラクター・バイクの保障を冬期間
減らされていた方につきましても、再度保
障追加・増額のお手続きをいただきますよ
うお願いします。
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日 曜日 行　　　　　　　　　　　事

２月５日 水

２月６日 木

２月７日 金

２月８日 土 閉所

２月９日 日 休日

２月10日 月

２月11日 火 休日（建国記念の日）

２月12日 水 作業着移動販売 

２月13日 木 作業着移動販売 

２月14日 金 作業着移動販売 

２月15日 土 閉所

２月16日 日 休日

２月17日 月

２月18日 火

２月19日 水

２月20日 木

２月21日 金

２月22日 土 閉所

２月23日 日 休日（天皇誕生日）

２月24日 月 休日（振替）

２月25日 火

２月26日 水

２月27日 木

２月28日 金

３月１日 土 閉所

３月２日 日 休日

３月３日 月

３月４日 火

３月５日 水

３月６日 木

飼 料 価 格 情 勢 ２・３月 購買事業カレンダー

①飼料価格改定について
  令和７年１～３月期の配合飼料価格は、令和
６年１０～１２月期価格に対し全畜種平均約２,65０
円／t 値上げで決定いたしました。
　前期に比べ、主原料であるとうもろこしのシ
カゴ定期が上昇していることと、外国為替が円
安となっていることから値上げ改定となりました。
②畜種別改定額（t 当たり平均）

種　　　別 改　定　幅
乳 牛 用 2,650円 値上げ
乳 牛 育 成 用 2,100円 〃
牛 人 工 乳 3,250円 〃
肉牛用（ホル肉牛育成用） 2,450円 〃
肉牛用（ホル肉牛肥育用） 3,000円 〃
肉牛用（和牛・Ｆ１育成用） 2,150円 〃
肉牛用（和牛・Ｆ１肥育用） 1,950円 〃
肉 牛 用（ 和 牛 繁 殖 用 ） 2,200円 〃
豚 離 乳 用（ Ａ 段 階 ） 3,550円 〃
豚 育 成 用（ Ｂ 段 階 ） 3,600円 〃
豚 肥 育 用（ Ｃ 段 階 ） 2,800円 〃
種 豚 用 3,300円 〃
牛 代 用 乳 １ 袋（20kg） 約815円 〃
豚 人 工 乳 １ 袋（20kg） 約182円 〃

※ 価格改定額については、くみあい配合飼料の価格改定額
とします。
③安定基金の補てんについて
　令和７年１～３月期の補てん単価は令和７年
４月末の安定基金理事会で決定されます。
④飼料価格変動額について� （円／t）

期　　　　�間 価格改定額 基金補てん額 備考

令和６年
１月～３月期 2,950 発動なし

令和６年
４月～６月期 ▲ 4,600 発動なし

令和６年
７月～９月期 2,250 発動なし

令和６年
１０月～１２月期 ▲ 4,900 未定

補てん金単価
決定令和７年
１月末予定

令和７年
１月～３月期 2,650 未定

補てん金単価
決定令和７年
４月末予定

※価格改定額は全畜種全道平均額
⑤系統飼料結集特別対策について
　令和６年７－９月期・１０－１２月期に引き続き、
令和７年１－３月期もＪＡグループ独自特別対
策を継続します。
対策単価：ｔ当たり　１,０００円
支出時期： 令和６年１０－１２月期　令和７年２月末日 

令和７年１- ３月期　令和７年４月末日

経済
部で
す
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①　新美生　㈲太田農産　様　宅
②　ながいものポール抜き・回収、つる落とし、ながいも

収穫
③　今回の研修で初めて農作業を体験しましたが、農作物

一つ一つを育てる大変さや難しさを学び、非常に良い
経験をすることができました。特にながいもは、デリ
ケートですぐ折れてしまう作物のため、収穫の際は常
に集中力を切らさないよう心がけました。今後は研修
で得た知識や経験を活かし、組合員を支えることがで
きる職員になれるよう業務に取り組んでまいります。

④　このたびは２週間の研修を受け入れしていただき、あ
りがとうございました。初めての農作業で分からない
ことばかりでしたが、皆様に丁寧に指導していただき、
成長を感じながら充実した時間を過ごすことができま
した。この研修で得た知識や経験を活かし、今後は皆
様のお役に立てるような職員を目指してまいります。

①　下美生二　㈲鈴鹿農園　様　宅
②　ながいものポール抜き、マルチはがし、ながいも収穫
③　今回の農業研修を通じて、どのように作物が作られて

いるのか、作物の重要性を学ぶことができました。ま
た、組合員の皆様が日頃どのような農作業をしている
か、やりがいなども知ることができました。今後も農
業について勉強し、担当業務を通じて組合員の方々を
支えていけるよう精一杯頑張っていきたいです。

④　お忙しいなか受け入れていただき、ありがとうござい
ました。初めての農作業ということで分からないとこ
ろが多々あったのですが、一つ一つ丁寧に教えていた
だいたおかげでとても楽しく研修に参加することがで
きました。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

所属部署：経済部　燃料自動車課　　氏名：瀬口　拓未

所属部署：経済部　燃料自動車課　　氏名：菅原　杏樹

①研修先　②主な研修内容　③研修を終了して今後の抱負　④お世話になった研修先に一言

初級職員の組合員宅研修の様子を掲載いたします。
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第27回　協同組合と報徳Ⅺ
◆農漁業経営の目標とは？◆
　これまで、農業や漁業分野については企業の進出を抑制してきました。これは戦前の小作制度の復活を
阻止するため、農民以外の資本が農業に進出することを抑えてきたからです。また、利益を上げることを
至上命題とする企業などが短期的な投機目的で農地や漁業権を得ることは、農業や漁業の発展に必ずしも
繋がらないことも理由の一つとされてきました。しかし、現在では農地や漁業権の所有を目指す経済界の
動きが活発化しています。その人たちが「所得の拡大」や「所得の最大化」を強調するのは、実は所得拡
大や最大化を進める主体として、家族経営よりも財務的に強い企業こそが適任であるとする論理を展開し
たいようなのです。
　ここで問題となるのは、その利益や所得が企業で使う場合と農業や漁業で使う場合で、意味が同じもの
になるかどうかです。ひと言で利益や所得といっても、短期的なものを意味するのか、それとも長期的な
ものを意味するのかでは全く違った意味を持ちます。例えば、食糧生産をおこなう農業や漁業において、
長期的な戦略をもって経営にあたることが大切とされ、短期的な利益を優先することは弊害を生じかねま
せん。土づくりや漁場環境の保全、資源管理などは長期的な視点で継続しなければならないからです。
　一方、現代の企業では短期的な成果を求められる傾向が強まっています。これは投資家の利益還元要求
を背景としているものですが、企業は一般的に短期の利益を抑制して長期的な利益を目指すためには、投
資家である株主の理解を得ることが必須であり、そのため長期の利益を目指すことは容易ではありません。
　農業や漁業への参入問題を考える上で、短期的な利益を求める傾向にある企業と、長期的な利益を実現
することが求められる農漁業経営とでは、目標の立て方に違いがあることを踏まえることが必要なのです。
「所得の拡大や最大化」という言葉は、その意味するものを慎重に吟味しなければなりません。

連載ＪＡの基礎【報徳編】

（H27.10.15発行　北海道報徳情報別冊36号より一部抜粋）

この度、緑のめぐみ館の常駐栄養士が変わりました。
鴫
しぎ

原
はら

恵
さと

美
み

さんです。よろしくお願いいたします。「お気軽にご利用ください！」

ＪＡめむろ農畜産物加工調理体験施設
　「緑のめぐみ館」からお知らせ
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理 事 会 だ よ り
第10回（12月23日開催）

・議案第１号　役員報酬額の諮問について
・議案第２号　�令和６年度担保資産（農地・家畜）

評価の見直しについて
・議案第３号　�令和６年度冬期懇談会の開催につ

いて
・議案第４号　出資金の譲渡承認について
・協議案１　　�令和７年度事業計画に係る基本方

針について
報告事項
１　 主要なる内部及び外部会議の概要について
２　令和６年度推定決算について
３　職員の退職について
４　固定資産の取得について（オープン出納機）
５　令和５年産共計大豆の本精算について
６　令和５年産民間流通麦の本精算について
７　 令和６年産民間流通麦の二次概算金支払いに

ついて

８　 令和６年産食用馬鈴しょ（前進栽培）本精算
について

９　 令和５年産春掘長いも本精算及び長いも（共
計品）取扱結果について

１０　 令和６年産秋掘長いも概算金及び春掘長いも
仮渡金の支払いについて

１１　 令和４年産共計でん粉原料用馬鈴しょ（一般・
専用品種）の本精算について

１２　 令和５年産共計でん粉原料用馬鈴しょの概算
払いについて

１3　農薬・肥料奨励金の支払いについて
１4　組合員の加入・脱退状況について
１5　利益相反取引に係る貸付報告について
１6　 特定・要改善組合員の令和６年度決算見込み

状況について

今回の理事会は農協青年部員ならびに女性部役員
の傍聴のもと開催されました。

19



　
一
方
、
組
合
が
大
き
い
こ
と
も
発
展
の
要
因
で
あ
る
。

　
今
日
、
千
五
百
人
も
の
組
合
員
が
一
場
に
会
す
る
と
な
れ
ば
、
パ
ン
が
五
個

づ
つ
と
し
て
一
万
近
い
数
が
要
る
。
帯
広
で
は
こ
の
注
文
に
応
ぜ
ら
れ
な
い
そ

う
だ
。沢
山
つ
く
る
か
ら
割
安
に
な
る
筈
だ
が
、こ
う
デ
カ
く
な
る
と
逆
に「
一

円
高
く
い
た
だ
か
な
い
と
」合
わ
な
い
と
い
う
。そ
れ
ほ
ど
の
大
組
合
だ
か
ら
、

資
金
を
あ
つ
め
る
に
し
ろ
、
購
買
品
を
買
い
あ
つ
め
る
に
し
ろ
非
常
に
都
合
が

い
い
。従
つ
て
内
容
が
充
実
す
る
。組
合
員
の
要
望
に
よ
つ
て
生
活
品
も
扱
い
、

そ
の
堂
々
た
る
店
舗
は
街
の
店
を
お
び
や
か
す
が
、
昔
の
反
産
運
動
と
は
ス
ツ

カ
リ
逆
の
か
た
ち
に
な
つ
た
。
資
材
は
一
〇
〇
％
近
く
扱
い
、
販
売
も
九
〇
％

を
扱
う
。
信
用
も
大
半
を
つ
か
む
、
と
い
つ
た
今
の
農
協
は
、
も
と
も
と
を
い

え
ば
昔
の
産
組
が
合
併
し
た
か
ら
大
組
合
に
な
る
素
地
が
出
来
た
の
だ
。

　
す
で
に
記
述
し
た
が
、
そ
の
一
つ
は
固
定
資
産
で
あ
る
。
こ
こ
は
有
名
な
農

協
だ
け
に
見
学
者
が
ず
い
分
や
つ
て
く
る
。
内
地
か
ら
も
や
つ
て
く
る
。
そ
し

て
度
胆
を
ぬ
か
れ
る
の
が
大
倉
庫
群
で
あ
る
。
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
施
設
…
。

見
学
者
は
云
う
。

「
い
や
ア
、
と
て
も
と
て
も
。
私
た
ち
に
真
似
し
ろ
つ
た
つ
て
出
来
つ
こ
あ
り

ま
せ
ん
よ
。
単
に
見
て
お
く
だ
け
で
す
」

　
実
際
、
産
組
時
代
の
建
物
を
と
り
こ
わ
し
て
、
新
築
し
た
方
が
利
益
に
な
る

と
い
つ
た
貧
弱
な
旧
施
設
し
か
な
い
組
合
が
あ
る
の
だ
。

　
一
つ
は
「
人
」
で
あ
る
。

　
中
田
専
務
は
云
う
。

　「
運
営
は
人
で
あ
る
。
怠
ま
ん
と
不
信
が
一
番
い
け
な
い
。
す
べ
て
は
信
用

第
一
で
あ
る
。
信
用
す
る
よ
う
に
仕
向
け
て
ゆ
く
の
が
役
員
の
責
任
で
あ
る
。」

　
こ
う
い
う
信
念
が
生
き
て
い
る
人
物
、
そ
の
徳
望
も
大
き
な
財
産
と
い
わ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
多
く
の
職
員
も
物
資
の
な
い
と
き
は
南
京
袋
を
作
業
衣
に
し
て
苦

し
い
と
き
を
切
抜
け
て
き
た
。
そ
の
人
た
ち
に
囲
ま
れ
て
中
田
氏
は
涙
を
こ
ぼ

し
た
。
昨
年
（
三
十
二
年
）
十
一
月
二
日
、
い
よ
い
よ
明
日
は
新
築
の
事
務
所

に
移
る
と
い
う
晩
の
、
ス
ル
メ
と
酒
の
席
で
、
彼
は
泣
い
た
も
の
だ
。
思
え
ば

昭
和
八
年
美
蔓
組
合
事
務
所
と
し
て
新
築
以
来
、
十
二
年
の
合
併
後
も
戦
後
の

農
協
時
代
も
、
一
貫
し
て
そ
の
旧
事
務
所
が
彼
の
一
生
を
さ
さ
げ
た
組
合
戦
線

の
場
で
あ
つ
た
の
だ
。
感
傷
と
い
う
勿
れ
、
当
今
稀
な
純
粋
な
人
と
評
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
労
苦
を
知
る
高
橋
組
合
長
は
中
田
氏
に
一
生
一
代
の
晴
れ
の
場
を
提
供
し
た
。
三
十
一
年

十
一
月
十
九
日
、
東
京
で
行
わ
れ
た
芽
室
農
協
の
全
国
表
彰
（
全
国
農
協
大
会
会
場
）
に
、
芽
室

代
表
と
し
て
中
田
氏
の
出
席
を
要
望
し
た
の
で
あ
る
。高
橋
組
合
長
も
そ
の
会
場
に
い
た
の
だ
が
、

彼
は
あ
え
て
中
田
氏
に
代
表
の
栄
を
に
な
つ
て
も
ら
つ
た
。
こ
れ
も
美
し
い
。
こ
こ
に
も
「
人
」

あ
り
で
あ
る
。

　
い
ま
組
合
員
の
出
資
は
平
均
七
万
円
ほ
ど
だ
が
、
十
万
円
以
上
も
ザ
ラ
に
い
る
。
こ
こ
に
も
大

変
な
「
力
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
組
合
の
特
色
は
ま
だ
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
常
勤
役
員
が
七
年
も
い
な
か
つ
た
と
い
う
の
は
本
道
で
芽
室
だ
け
だ
ろ
う
。
中
田

氏
は
じ
め
練
達
の
職
員
が
多
い
か
ら
、
役
員
も
組
合
員
も
、
安
心
し
て
大
事
な
仕
事
を
委
か
せ
ら

れ
る
の
だ
。
職
員
の
平
均
勤
務
年
数
は
十
六
年
、
平
均
年
齢
三
十
五
歳
。
こ
れ
も
ち
よ
つ
と
な
い

例
だ
。
安
定
感
は
こ
こ
に
も
あ
る
の
だ
。
委
か
す
方
も
立
派
で
あ
る
。

　
と
く
に
指
導
部
を
設
け
ず
、
日
常
業
務
、
各
職
場
に
分
散
し
て
指
導
を
日
常
化
し
て
い
る
の
も

新
し
い
試
み
で
あ
ろ
う
。事
業
の
一
つ
一
つ
を
通
じ
て
営
農
計
画
を
指
導
し
て
ゆ
く
方
針
で
あ
る
。

　
家
畜
祭
は
こ
の
町
の
大
き
な
行
事
で
あ
る
。
母
の
日
、
コ
ド
モ
の
日
が
あ
れ
ば
“
家
畜
の
日
”

が
あ
つ
て
も
い
い
。
そ
の
理
念
か
ら
出
た
祭
り
で
あ
る
。
す
で
に
四
回
（
三
十
二
年
ま
で
）
を
重

ね
て
い
る
が
、
農
村
の
人
た
ち
の
、
こ
の
日
は
良
き
団
ラ
ン
の
日
で
あ
り
、
慰
安
の
一
日
と
も
な

つ
て
い
る
。
組
合
の
団
結
は
、
組
合
家
族
的
な
行
事
か
ら
強
ま
つ
て
ゆ
く
も
の
だ
。

　
以
上
が
芽
室
農
協
の
概
観
で
あ
る
。

 

（
三
月
号
に
つ
づ
く
）

家畜祭風景、ＮＨＫ録音班来たる
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き
出
さ
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
作
付
計
画
は
む
ろ
ん
変
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
大
豆
や
と
う
も
ろ

こ
し
の
よ
う
な
供
出
石
数
を
ね
ら
つ
た
も
の
か
ら
黙
つ
て
い
て
も
菜
豆
へ
の
転
換
と
な
る
。

　
と
い
う
こ
と
は
実
は
以
前
の
芽
室
農
業
へ
戻
つ
た
こ
と
な
の
で
あ
つ
た
。
経
験
が
な
い
こ
と
で

は
な
か
つ
た
。
だ
か
ら
組
合
の
対
策
も
急
速
に
進
め
ら
れ
、
ま
ず
当
時
、
弱
体
で
あ
つ
た
連
合
会

を
頼
み
に
す
る
の
は
も
ど
か
し
い
と
、
早
速
名
古
屋
支
所
を
設
け
て
機
動
的
な
手
を
打
つ
た
。
自

由
経
済
へ
の
復
帰
は
自
由
経
済
時
代
の
経
験
者
に
と
つ
て
な
つ
か
し
い
故
郷
入
り
で
あ
る
。
解
除

後
一
年
は
ま
だ
も
た
つ
い
た
が
、
二
年
目
か
ら
は
、
か
つ
て
鳴
ら
し
た
古
強
者
の
面
目
を
発
揮
し

出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
組
合
も
委
託
販
売
を
扱
つ
た
が
、
組
合
運
動
の
邪
道
と
は
い
え
一
つ

の
過
渡
期
の
現
象
と
し
て
や
む
得
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
天
候
も
、
さ
い
わ
い
、
農
協
二
年
目
か
ら
二
十
七
年
ま
で
作
柄
に
好
影
響
し
、
二
十
八
、九
年

冷
害
を
の
ぞ
い
て
、
三
十
年
は
豊
作
と
な
つ
た
。

　
た
だ
こ
の
あ
た
り
か
ら
価
格
の
暴
落
、
い
わ
ゆ
る
豊
作
貧
乏
の
体
験
を
新
た
に
加
え
、
組
合
運

営
上
の
大
き
な
課
題
と
な
つ
た
が
、
反
面
、
組
合
員
結
束
の
効
果
も
来
た
し
た
の
で
あ
つ
た
。

　
芽
室
農
協
を
語
る
場
合
、
こ
の
雑
こ
く
の
統
制
撤
廃
の
前
後
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

事
業
は
人
な
り

　
ま
た
出
荷
の
便
と
い
う
こ
と
も
見
逃
が
せ
な
い
。
昔
は
支
所
が
扱
う
数
量
も
大
き
か
つ
た
が
、

交
通
お
よ
び
運
送
機
能
の
発
達
に
よ
つ
て
、
農
家
が
直
接
本
部
へ
や
つ
て
く
る
よ
う
に
な
つ
た
。

こ
れ
も
大
き
な
進
歩
の
一
つ
で
あ
つ
た
。

戦
後
十
年
を
大
別
す
れ
ば

　
こ
こ
で
戦
後
の
歩
ゆ
み
を
大
別
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
以
下
に
記
述
す
る
事

業
の
足
跡
を
、
大
局
的
に
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。

  

終
戦
―
―
―
―
そ
こ
に
虚
脱
が
あ
つ
た
。
加
え
て
パ
ー
ジ
旋
風
。
そ
れ
も
地

球
の
回
転
に
伴
つ
て
、
農
協
創
立
の
新
編
成
と
な
つ
た
。

　
し
か
し
た
ち
ま
ち
立
ち
ふ
さ
が
る
事
業
不
振
。
こ
れ
を
人
員
整
理
な
ど
で
切

り
ぬ
け
て
、
搾
油
、
デ
ン
プ
ン
な
ど
食
品
加
工
全
盛
の
時
代
に
入
つ
た
。
優
良

職
員
も
ど
し
ど
し
加
工
へ
回
さ
れ
た
。
デ
ン
プ
ン
工
場
が
十
四
も
あ
つ
た
時
代

で
あ
る
。
内
職
が
本
業
に
な
つ
た
頃
で
あ
る
。
だ
か
ら
本
職
の
購
買
な
ど
ま
だ

マ
ト
モ
な
も
の
で
は
な
か
つ
た
。作
業
衣
用
の
軍
服
を
買
お
う
と
、“
世
耕
情
報
”

に
誘
わ
れ
て
、
殺
人
前
科
一
犯
な
ど
と
い
う
怪
人
物
に
混
つ
て
遙
々
内
地
へ
飛

ん
で
い
つ
た
話
や
、
石
炭
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
甘
言
を
信
じ
て
、
現
地
の
ヤ
マ
か
ら

ヤ
マ
を
一
日
中
登
つ
た
り
降
り
た
り
の
揚
句
、
さ
て
は
架
空
と
判
つ
て
ゲ
ン
ナ

リ
し
た
り
の
一
幕
な
ど
、
そ
れ
も
こ
れ
も
組
合
を
思
え
ば
こ
そ
の
喜
悲
劇
が
く

り
か
え
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
も
漸
次
、
販
売
購
買
も
軌
道
に
乗
り
、
一
方
農
産
物
統
制
の
撤
廃
運

動
が
つ
づ
け
ら
れ
た
。

　
待
ち
に
待
つ
た
雑
こ
く
の
統
制
解
除
は
二
十
六
年
三
月
。
さ
あ
大
変
、

千
四
、五
百
円
の
も
の
が
一
き
よ
に
二
倍
三
倍
の
高
値
を
よ
び
、
こ
こ
に
戦
時

中
か
ら
の
長
い
統
制
時
代
の
営
農
方
式
が
ガ
ラ
リ
と
一
変
、
組
合
の
指
導
方
針

も
ま
だ
固
ま
ら
ぬ
う
ち
の
生
身
の
ま
ま
、
雑
こ
く
相
場
と
い
う
激
戦
場
に
た
た

連載 № 51

【
本
篇
：
芽
室
農
協
の
十
年
】

かつての名古屋支所
左　紫田春吉氏
右　堀川一美氏
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二重マスの文字をＡ～Ｆの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？Ｑ

タテのカギ
出題：ニコリ

※解答は３月号に掲載いたします。

１月号の
解　　答

ＡＢＣＤＥ
ゲイシユン

１� ２月14日に職場などで配る人もいます
２� リンゴの品種。青森県北東部に同
じ名前の市があります

３� 天気が崩れて――が強まった
４� 寒い日にはこりやすくなる人も
５� 節分にイワシの頭を刺して飾ります
７� 紅茶の茶葉とお湯を入れます
10� 熱心に後輩を指導する、――のよ
い先輩

12� 看護師――ともいうナースステー
ション

13� 和歌山県には奈良県と三重県に囲
まれた――があります

15� 不利の反対語
17� 古代インド発祥のエクササイズ
18� じゅうたんを敷く所

ヨコのカギ

１� 教育・勤労・納税は国民の三大――
です

３� 気仙沼の名物、サメの加工品
６� さいころや角砂糖はこの形
８� 封書を数えるときに使う言葉
９� キラキラ光る――入りのセーター
11� 風を受けて水上を進みます
13� 地銀よりも規模が大きめ
14� といで炊きます
15� 水で洗い物をするとかじかむこと
も

16� 多くが九州で作られている酒
19� こ、これぐらい平気だい！
20� チョキがはさみならパーは

パ ズ ル ？ 頭 の 体 操

解　答　欄

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

■
発
行
日
／
令
和
七
年
二
月　
　
■
発
行
・
編
集
／
芽
室
町
農
業
協
同
組
合
・
営
農
部　
　
■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
（
０
１
５
５
）
６
２
―
２
３
１
３

ＪＡめむろホームページアドレス　https://www.ja-memuro.or. jp22


